
ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー（1840年 - 1893年） 

ロシアの作曲家で、ロマン派音楽を代表する一人です。彼の音楽は情感豊かで、時

にドラマチックであり、またメロディックな美しさが特徴です。チャイコフスキーは、西欧の

伝統的な音楽形式を取り入れながらも、ロシアの民族的要素を融合させた独自のス

タイルを築きました。以下に、彼の時代背景、思想、主要な作品、そしてそれぞれの作

品背景について詳しく説明します。 

1. 時代背景 

チャイコフスキーは 19世紀後半に活躍しました。彼が生きた時代のロシアは、ヨーロッパ

の他国に比べて音楽の発展が遅れていましたが、同時にロシア独自の音楽文化が形

成されつつある時期でもありました。彼は、ロシアの「五人組」（バラキレフ、リムスキー＝

コルサコフ、ムソルグスキー、ボロディン、キュイ）と呼ばれる民族主義的作曲家グループ

とは異なり、西洋的な音楽教育を受けた人物であり、ロシア民族主義音楽と西欧クラシ

ック音楽の融合を目指していました。 

チャイコフスキーの音楽は、彼の時代の社会的、政治的な動きに影響を受けながらも、

個人的な感情や内面的な葛藤を反映しています。特に、彼の同性愛という社会的に

は認められなかった側面が、彼の作品に大きな感情的な影響を与えました。 

2. 思想 

チャイコフスキーの思想は、個人的な感情や人生経験に強く根ざしています。彼は、自

身の同性愛や不安定な精神状態といった内面的な葛藤を作品に反映させました。彼

は、音楽を通じて内なる苦悩を表現し、また美と感情を追求しました。 

チャイコフスキーはまた、ロシアの伝統を重んじつつ、西洋音楽の影響を受け入れること

に熱心でした。彼は西洋の古典的な形式、特に交響曲、オペラ、バレエの構造を取り

入れながらも、ロシア的な要素を独自に取り入れることで、国際的に評価される音楽を

作り上げました。 

3. 主要な作品と作品背景 



交響曲第 6番『悲愴』 作品 74 

チャイコフスキーの最後の交響曲です。、チャイコフスキーの交響曲第 6番『悲愴』作

品 74 は、彼の最後の交響曲であり、最も個人的で感情的な作品として知られていま

す。この作品は、しばしば「パトリティーク」（フランス語で「悲愴」を意味する）という副題で

呼ばれ、チャイコフスキー自身がこのタイトルを選びました。この交響曲は、彼の死の直前

に初演されており、彼の人生や死に対する深い感情が反映されているとされています。 

作曲の背景 

チャイコフスキーが交響曲第 6番に取り組んだのは 1893年で、彼の最晩年にあたりま

す。この時期、彼は心身ともに不安定な状態にありました。1893年 3月に交響曲の着

想を得て、夏には作品を書き上げています。彼はこの交響曲に特別な思い入れを持っ

ており、これまでのどの作品よりも自分自身の感情を注ぎ込んだと述べています。 

交響曲第 6番の初演は、1893年 10月 28日にサンクトペテルブルクで行われました

が、そのわずか 9日後の 11月 6日にチャイコフスキーは死去しました。彼の死因は不

明な点が多く、交響曲第 6番は彼の死にまつわる謎とも関連付けられることがありま

す。自殺説や、コレラによる病死など様々な説が唱えられていますが、確かなことはわか

っていません。 

構成と内容 

交響曲第 6番は、4つの楽章で構成されています。従来の交響曲とは異なり、通常フ

ィナーレに置かれる速く明るい楽章の代わりに、終楽章がゆっくりとした悲劇的な楽章とな

っているのが特徴です。 

第 1楽章: アダージョ - アレグロ・ノン・トロッポ 

この楽章は、静かな導入部分から始まり、徐々にテンポが速くなります。劇的な対立と

高揚を繰り返す構造で、感情的に激しい内容を持っています。導入部分では、低音楽

器が奏でる静かなテーマが提示され、後にそれが大きな波のように盛り上がるクライマッ



クスを迎えます。この楽章の複雑な構成と多様な感情の展開は、チャイコフスキーの内

面的な葛藤や不安を表しているとされています。 

第 2楽章: アレグロ・コン・グラツィア 

この楽章は、ワルツ風のリズムを持ち、独特の 5/4拍子で書かれています。この奇数拍

子が、リズムに微妙な不安定感を与えています。穏やかな中にもどこか不安や悲しみが

漂うこの楽章は、全体の中で唯一明るさを感じさせる部分でありながらも、完全な安定

感はなく、メランコリックな雰囲気が漂っています。 

第 3楽章: アレグロ・モルト・ヴィヴァーチェ 

第 3楽章はスケルツォ風で、明るくエネルギッシュな楽章です。リズミカルで勢いのある

展開が特徴で、終盤では大規模なクライマックスに至ります。この楽章が終楽章かのよ

うに誤解されるほど、エネルギッシュで勝利的な雰囲気を持っています。しかし、これは交

響曲の終わりではなく、続く悲劇的なフィナーレへの前兆として配置されています。 

第 4楽章: フィナーレ（アダージョ・ラメントーソ） 

通常の交響曲では、終楽章は明るく勝利的なフィナーレで締めくくられることが多いです

が、チャイコフスキーの第 6番は違います。この終楽章は「アダージョ・ラメントーソ」（ゆっ

くりと悲しげに）と指定され、沈痛な音楽が続きます。全体を通して暗く重々しいトーンが

続き、音楽は次第に静かに消えていくように終わります。ここでの音楽は、深い悲しみと

絶望感を象徴しており、交響曲全体の悲劇的なテーマが集約されています。 

テーマと解釈 

交響曲第 6番『悲愴』は、しばしば「死」や「運命」に関するテーマを扱っていると解釈さ

れます。チャイコフスキー自身が「これまでにないほど自分自身の感情を込めた作品」と

語っていたことからも、彼の内面的な葛藤や孤独感が反映されていると言われていま

す。彼の死がこの作品に与えた影響や、作品が彼の死にまつわる予感や運命を暗示

しているという見方もあります。 



また、終楽章が静かに消えるように終わる点も、通常の交響曲のフィナーレとは大きく異

なり、聴衆に強い印象を与えます。死や虚無、あるいは人生の儚さを象徴していると解

釈されることが多いです。 

影響と評価 

交響曲第 6番『悲愴』は、チャイコフスキーの代表作の一つであり、ロマン派交響曲の

中でも特に評価が高い作品です。初演時には大きな反響を呼びませんでしたが、彼の

死後、その感情的な深みや構成の独創性が高く評価されるようになりました。現在で

は、交響曲の名作として広く演奏され、特にフィナーレの悲劇的な終わり方は多くの聴衆

に強い印象を残しています。 

この作品は、チャイコフスキーがその生涯の最期に残した音楽的遺言とも言えるものであ

り、彼の芸術的な到達点を示すと同時に、彼の内面に秘められた複雑な感情を反映し

た傑作です。 

ピアノ協奏曲第 1番 変ロ短調 作品 23 

チャイコフスキーの《ピアノ協奏曲第 1番 変ロ短調 作品 23》は、彼の最も有名な作

品の一つであり、クラシック音楽のピアノ協奏曲の中でも特に人気の高い作品です。特

に、その荘厳で壮大な第 1楽章の冒頭が特徴的で、多くのピアニストや聴衆に愛され

ています。この協奏曲は、チャイコフスキーの作曲技法と感情的な表現力を示す作品

で、力強さと美しさが融合しています。 

作曲の背景 

このピアノ協奏曲は、1874年から 1875年にかけて作曲されました。チャイコフスキーは

当初、ピアニストで友人でもあったニコライ・ルビンシテインにこの協奏曲を献呈しようとしま

した。しかし、ルビンシテインはこの作品を初めて聴いた際に、厳しく批判し、「演奏に値し

ない」とまで酷評しました。この出来事はチャイコフスキーに大きな衝撃を与えましたが、

彼は曲を修正することなく、そのまま出版し、ドイツのピアニスト、ハンス・フォン・ビューロー

に献呈しました。 



ビューローはこの作品を絶賛し、1875年にボストンで初演を行いました。この初演は大成

功を収め、作品の人気は急速に広まりました。皮肉なことに、その後、ルビンシテインもこ

の協奏曲を絶賛するようになり、演奏することを決めました。 

構成 

《ピアノ協奏曲第 1番》は 3つの楽章で構成されています。 

第 1楽章：アレグロ・ノン・トロッポ・エ・モルト・マエストーソ（変ロ短調 → 変ニ長調） 

この楽章は、荘厳で劇的なオーケストラの序奏から始まります。冒頭の強烈なテーマ

が、ピアノによる力強いアルペジオと共に展開されるのが特徴です。この冒頭のテーマ

は、後に再現されることなく、一種の「導入」として機能しています。ピアノとオーケストラの

対話が続き、ロマンティックで叙情的な第 2のテーマが現れます。このテーマは、ウクラ

イナ民謡に基づいていると言われています。全体的に、この楽章は大規模で劇的な展

開を見せ、終わりに向かってますます力強さを増していきます。 

第 2楽章：アンダンテ・シンプルチェ（変イ長調 → ヘ長調） 

この楽章は、柔らかく、優雅なワルツ風の音楽です。まず、オーケストラによって提示され

るシンプルで美しい旋律が特徴的で、ピアノがこれに応えて優雅な装飾を施していきま

す。中間部では、より動きのある、軽快なスケルツォ風のエピソードが挿入されますが、

やがて再び冒頭の穏やかな音楽に戻ります。この楽章では、ピアノが詩的な感情を表

現する役割を担っています。 

第 3楽章：アレグロ・コン・フォーコ（変ロ短調 → 変ロ長調） 

フィナーレは、活気に満ちた舞曲風のリズムで始まり、ロシア民謡に基づいたテーマが特

徴です。ピアノとオーケストラが対話を繰り返しながら、エネルギッシュで情熱的な展開を

見せます。この楽章はリズムの多様性やテンポの変化が印象的で、ピアノは華やかな

技巧を駆使し、壮大なクライマックスへと向かいます。最後には、ピアノとオーケストラが

共に輝かしい結末を迎え、作品を締めくくります。 

音楽的特徴 



• ピアノの技巧: この協奏曲は、ピアニストに非常に高度な技巧を要求します。特

に、第 1楽章の冒頭のアルペジオや、終楽章の軽快なパッセージは、演奏者

の技術とスタミナが試されます。 

• 民族的要素: 第 1楽章や第 3楽章において、ウクライナやロシアの民謡に基

づいたテーマが用いられており、チャイコフスキーの民族的な色彩が強く現れて

います。 

• 感情の深さ: 劇的で荘厳な部分と、詩的で優美な部分の対比が、この作品の

感情的な深みを生み出しています。チャイコフスキー独特の感傷的なメロディー

ラインが、作品全体を通して響いています。 

影響と評価 

《ピアノ協奏曲第 1番》は、チャイコフスキーの全作品の中でも特に人気があり、世界中

のピアニストやオーケストラによって演奏され続けています。その劇的な展開と感動的な

メロディー、さらにピアノの技巧的な要求から、多くのリスナーにとっても象徴的な作品と

なっています。 

ピアノ協奏曲の歴史においても、この作品は重要な位置を占めており、19世紀後半の

ロマン派音楽を代表する作品の一つとされています。また、チャイコフスキーの才能がピ

アノとオーケストラの対話をどのように昇華させたかを示す素晴らしい例でもあります。 

4. チャイコフスキーの内面と作品の関係 

チャイコフスキーの多くの作品は、彼の内面の葛藤や孤独、同性愛という社会的に認

められなかった側面が反映されています。彼は同性愛者であることを隠し、偽装結婚を

行うなど、内面的に多くの苦しみを抱えて生きていました。このような個人的な痛みは、彼

の音楽においても悲壮感や感傷的な表現として顕著に現れています。 

彼の音楽は、単なる感情表現にとどまらず、ロシアの民族的要素を取り入れながらも、

国際的に認められる普遍的な美しさを追求しました。そのため、彼はロシア音楽のみなら

ず、世界のクラシック音楽史においても重要な作曲家として位置づけられています。 

 



バレエ音楽『白鳥の湖』 作品 20 

チャイコフスキーのバレエ音楽『白鳥の湖』作品 20 は、世界で最も有名なバレエ作品

の一つで、クラシックバレエの象徴的な作品として知られています。このバレエは、チャイ

コフスキーが作曲した三大バレエの一つであり、他の 2つのバレエ作品である『眠れる

森の美女』や『くるみ割り人形』と並んで、彼の音楽的才能とバレエ音楽への影響力を

示しています。 

作曲の背景 

『白鳥の湖』は、1875年にモスクワのボリショイ劇場の依頼を受け、チャイコフスキーが初

めて手掛けたバレエ音楽です。このバレエは、ロシアの劇作家ウラジミール・ベギチェフと

ワシリー・ゲルツェルによるリブレット（台本）を基にしています。チャイコフスキーは、当時の

バレエ音楽に対する見方を刷新し、単なる伴奏音楽ではなく、ドラマティックで感情的な

内容を持った音楽を作り上げることを目指しました。 

彼はドイツの民話やロシアの童話に着想を得て、音楽を作曲しましたが、初演の際には

振付や演出が問題視され、成功を収めることはできませんでした。初演は 1877年にモ

スクワのボリショイ劇場で行われましたが、バレエ団の演技や振付、舞台美術が批判さ

れ、観客からの評価は低かったのです。しかし、チャイコフスキーの死後、この作品は再

評価され、後の振付家マリウス・プティパとレフ・イワノフによる 1895年の新たな演出によ

って不朽の名作となりました。 

ストーリー 

『白鳥の湖』は、愛と魔法、裏切りをテーマにした物語です。以下はその大まかなストーリ

ーの概要です。 

• 第 1幕: 王子ジークフリートは成人の祝いの宴で母から結婚を促されますが、

彼はまだ結婚したいと思っていません。翌日、狩りに出かけた彼は、白鳥の姿に

変わった美しい乙女たちを目撃します。 

• 第 2幕: 白鳥たちのリーダーであるオデットは、悪魔ロットバルトによって白鳥の姿

に変えられた悲劇的な王女です。彼女は夜にのみ人間の姿に戻ることができ、



ロットバルトの呪いを破るためには、純粋な愛が必要だとジークフリートに告げま

す。ジークフリートはオデットに永遠の愛を誓います。 

• 第 3幕: 王子は舞踏会で他の姫たちと出会いますが、オデットのことが忘れら

れません。そこにロットバルトが現れ、彼の娘オディールをオデットに変装させます。

ジークフリートは彼女をオデットだと思い込み、愛を誓ってしまいます。この誓いに

よってオデットの呪いを破る機会が失われ、ジークフリートは絶望します。 

• 第 4幕: 湖のほとりで絶望するオデットに、ジークフリートは謝罪し、彼らは再び愛

を誓います。さまざまな結末のバリエーションが存在しますが、多くの場合、ジー

クフリートとオデットは共に湖に身を投げ、死によって呪いから解放されるとされて

います。 

音楽的特徴 

チャイコフスキーの『白鳥の湖』は、単なる背景音楽ではなく、物語の感情的な核心を

音楽で表現する力を持っています。彼の音楽は、登場人物や感情を音楽的なテーマ

で描写し、聴衆に感情の流れを伝えることに成功しています。 

• 白鳥のテーマ: バレエで最も有名なメロディの一つが、オデットと白鳥たちを象徴

するテーマです。この優美で哀愁漂うメロディは、白鳥の儚さとオデットの悲劇的

な運命を描写しています。 

• オディールのテーマ: オデットの偽者であるオディールの登場シーンでは、華やか

でありながら不吉なテーマが用いられています。このテーマは、ジークフリートが

騙される運命を暗示しており、物語の転換点を音楽的に強調しています。 

• 舞踏会の音楽: 第 3幕の舞踏会の場面では、ポロネーズやマズルカといった

華やかな舞曲が使用されています。これらの舞曲は、王室の荘厳な雰囲気と

ジークフリートの内面的な葛藤を対照的に描写しています。 

影響と評価 

チャイコフスキーはバレエ音楽の作曲家として、非常に高い評価を受けています。『白鳥

の湖』は、彼の音楽がドラマの進行に密接に結びついている点で革新的な作品でし

た。当時のバレエ音楽は通常、踊りのための伴奏として使われていましたが、チャイコフ

スキーは音楽そのものがストーリーを語る役割を果たすように設計しました。 



この作品は、バレエの歴史における重要な位置を占めており、今日でも世界中のバレエ

団によって頻繁に上演されています。『白鳥の湖』の繊細で美しい音楽、悲劇的な愛の

物語、そして優雅な振り付けは、バレエ芸術の最も優れた表現の一つとされています。 

チャイコフスキーとバレエ音楽 

『白鳥の湖』はチャイコフスキーのバレエ作品の中でも最も人気が高く、彼の他のバレエ

音楽『眠れる森の美女』や『くるみ割り人形』と並んで、クラシックバレエのスタンダード作

品として広く認識されています。チャイコフスキーは、バレエ音楽の中に交響曲的な構成

を取り入れ、音楽がドラマの重要な要素となる新しい方向性を示しました。 

 

バレエ音楽『眠れる森の美女』 作品 66 

チャイコフスキーのバレエ音楽『眠れる森の美女』作品 66 は、彼の三大バレエの中で

最も華麗で壮大な作品とされています。初演は 1890年、サンクトペテルブルクのマリイ

ンスキー劇場で行われました。このバレエは、チャイコフスキーの交響曲的な作曲技法

と、フランスの古典バレエ様式を融合させた名作として知られています。 

作曲の背景 

『眠れる森の美女』は、フランスの作家シャルル・ペローの童話「ラ・ベル・オ・ボワ・ドー

ル」（フランス語で「いばら姫」）に基づいています。1888年、サンクトペテルブルク帝室

劇場の支配人イワン・ヴセヴォロシスキーが、チャイコフスキーに新たなバレエ音楽の作

曲を依頼したことがきっかけで誕生しました。ヴセヴォロシスキーは、このバレエを当時の

最高峰の振付家であるマリウス・プティパと共に制作する計画を立てました。プティパが

振付けを担当し、リブレットの大部分も彼が手掛けました。 

このバレエ音楽の作曲は、チャイコフスキーにとっても重要なプロジェクトでした。彼は、バ

レエ音楽における新しい表現の可能性を追求し、物語の劇的な展開や登場人物の感

情を音楽的に深く掘り下げました。彼はこの作品を、視覚と音楽の調和を追求した芸術

作品として仕上げ、バレエ音楽に対する彼の革新性を再び示しました。 



ストーリー 

『眠れる森の美女』は、王女オーロラと王子デジレの愛の物語が描かれています。ストー

リーは、以下のように展開します。 

• 第 1幕: 王女オーロラの洗礼式が盛大に行われます。しかし、魔女カラボスが

招待されなかったことに腹を立て、オーロラに 16歳の誕生日に糸車の針で指を

刺して死ぬという呪いをかけます。しかし、リラの精がこの呪いを和らげ、オーロラ

は死ぬのではなく、長い眠りにつくことになると予言します。 

• 第 2幕: オーロラが 16歳の誕生日を迎えると、呪いが発動し、彼女は糸車の

針で指を刺して倒れます。王国全体も深い眠りに包まれます。それから 100年

後、王子デジレがリラの精に導かれてオーロラを発見し、彼のキスによってオーロ

ラは目を覚まします。 

• 第 3幕: 王子とオーロラの結婚式が盛大に行われ、童話のキャラクターたちが

招待されて祝います。ここでは、「長靴をはいた猫」や「赤ずきん」など、さまざまな

童話のキャラクターが登場し、華やかな踊りを披露します。 

音楽的特徴 

『眠れる森の美女』の音楽は、チャイコフスキーのバレエ作品の中でも特に洗練されてお

り、繊細さと豪華さを併せ持っています。彼はクラシック音楽の形式を用いながら、物語

の感情的な深みを表現することに成功しています。 

• オーロラのワルツ（第 1幕）: 王女オーロラが登場するシーンで演奏される美し

いワルツは、バレエ全体のハイライトの一つです。このワルツは、優雅で気品ある

オーロラの性格を象徴しています。 

• ローズ・アダージョ（第 1幕）: オーロラが 4人の王子たちと踊る場面で、技術

的に非常に難しい振付が伴う有名なアダージョです。オーロラがバランスを保ち

ながら王子たちと踊るこの場面は、バレエダンサーの技術が試される場面であ

り、演奏される音楽も優美で壮麗です。 

• リラの精のテーマ: リラの精の登場シーンで演奏されるテーマは、物語全体にお

いて重要な役割を果たします。彼女の音楽は、オーロラを救う力を象徴し、希望

を感じさせるメロディです。 



• カラボスのテーマ: 魔女カラボスの登場シーンでは、不気味で不安を煽るような

音楽が使われ、彼女の邪悪な性格が強調されています。 

振付と演出 

マリウス・プティパによる振付は、古典バレエの技術を駆使したもので、特に第 1幕のオ

ーロラのワルツやローズ・アダージョは、バレリーナに高い技術を要求します。また、結婚

式の場面ではさまざまな童話のキャラクターが登場し、コメディ的な要素を取り入れること

で、観客を楽しませます。プティパの振付は、チャイコフスキーの音楽と見事に融合し、

音楽と踊りが一体となった芸術作品として高く評価されています。 

影響と評価 

『眠れる森の美女』は、クラシックバレエの中で最も完璧な形の一つと見なされていま

す。特に、チャイコフスキーの音楽とプティパの振付の融合は、バレエ史において革命

的な成果を生み出しました。このバレエは、チャイコフスキーの音楽の交響的な性質と、

バレエの視覚的な美しさを両立させ、観客を魅了する作品となっています。 

初演時の評価は非常に高く、今日でも世界中のバレエ団によって頻繁に上演されてお

り、その人気は衰えることがありません。『眠れる森の美女』は、チャイコフスキーのバレエ

作品の中で最も優雅で壮大なものとされ、クラシックバレエの中でも頂点に位置する作

品の一つです。チャイコフスキー自身はこの作品に非常に満足しており、自身のバレエ

音楽の中で最も優れていると考えていました。彼の作曲技法は、この作品を通じてバレ

エ音楽に新たな方向性を与え、音楽が単なる伴奏ではなく、物語の進行を支える重要

な要素として機能することを示しました。 
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クリスマスの定番バレエ音楽であり、特に「花のワルツ」や「金平糖の精の踊り」など、

数々の名曲が含まれています。この作品は、幻想的で夢のような物語を音楽で表現

し、現在でもバレエの代表作として広く上演されています。 

 



《四季》作品 37bis（Les Saisons） 

12の短いピアノ曲からなる作品で、各月ごとに対応する音楽が書かれています。1875

年から 1876年にかけて雑誌『ヌヴェリスト』の依頼を受けて作曲されたもので、チャイコフ

スキーの詩的な感受性とメロディの美しさが感じられる作品です。 12曲それぞれが異な

る季節感や雰囲気を表現しており、詩的で感傷的なスタイルが特徴です。 

 1月「炉端にて」（Январь: У камелька） 

• 調性: イ長調 

• テンポ: アンダンテ・マエストーソ 

• この曲は冬の寒さの中で暖炉のそばに座る暖かさと静けさを表現しています。静

かで温かい雰囲気を持ち、ゆったりとしたメロディが繰り返され、炉の火の前で過

ごす冬の日の情景を思い起こさせます。 

 2月「謝肉祭」（Февраль: Масленица） 

• 調性: ニ長調 

• テンポ: アレグロ・ジョコーソ 

• ロシアの謝肉祭（マスレニツァ）の活気あふれる雰囲気を描写した曲です。リズミ

カルでエネルギッシュな曲調が特徴で、ロシアの伝統的な祭りの陽気なダンス

やスケートを連想させる、力強く躍動感に満ちた音楽です。 

 3月「ひばりの歌」（Март: Песня жаворонка） 

• 調性: ト長調 

• テンポ: アンダンティーノ・エスプレッシーヴォ 

• 春の訪れを告げるひばりの歌を表現したこの曲は、軽やかで優雅なメロディが鳥

のさえずりを思わせます。春の穏やかな日差しと自然の目覚めが繊細に描かれ

ています。 

4月「松雪草」（Апрель: Подснежник） 



• 調性: 変ロ長調 

• テンポ: アレグレット・コン・モート 

• 松雪草（スノードロップ）は雪解け後に最初に咲く花であり、この曲は春の芽吹き

と自然の再生を表現しています。温かさと希望が感じられるメロディが特徴で、

自然の中に新しい生命が現れる様子を美しく描写しています。 

 5月「白夜」（Май: Белые ночи） 

• 調性: ト長調 

• テンポ: アンダンテ 

• ロシアの白夜（太陽が沈まない夜）を描いた曲です。穏やかで夢幻的な雰囲

気を持つ音楽で、終わらない夜の静けさや不思議な感覚が表現されていま

す。リリカルで優雅な旋律が広がり、幻想的な雰囲気を醸し出しています。 

6月「舟歌」（Июнь: Баркарола） 

• 調性: ト短調 

• テンポ: アンダンテ・カンタービレ 

• イタリアの舟歌（バルカロール）形式で書かれたこの曲は、静かな湖の上を船で

漂うような情景を表しています。流れるようなメロディが美しく、6月の穏やかな夏

の夜を感じさせる優雅な作品です。 

 7月「刈り入れ人の歌」（Июль: Песнь косаря） 

• 調性: 変ホ長調 

• テンポ: アレグロ・モデラート 

• 夏の刈り入れ時を描いた曲で、農作業に従事する人々の力強い動きが感じら

れます。リズミカルで少し重々しい雰囲気があり、農村の活気と労働の様子を表

現しています。 

 8月「穀物の収穫」（Август: Жатва） 

• 調性: 変ホ長調 

• テンポ: アレグロ・ヴィヴァーチェ 



• 刈り入れの後の収穫を祝う明るく活発な曲です。リズム感のある曲調で、豊作の

喜びや収穫を祝う人々の賑やかな姿が音楽に反映されています。夏の終わり

の活気を感じることができます。 

9月「狩り」（Сентябрь: Охота） 

• 調性: ト長調 

• テンポ: アレグロ 

• 秋の狩猟シーズンの開始を描いた曲で、ファンファーレのようなリズムや動きのあ

るメロディが特徴です。狩猟の興奮や森の中での自然との一体感が伝わる、活

気に満ちた音楽です。 

10月「秋の歌」（Октябрь: Осенняя песня） 

• 調性: ニ短調 

• テンポ: アンダンテ・ドロローソ 

• 秋の物悲しさや静かな美しさを表現した曲です。ゆっくりとした悲しげなメロディが

心に残る作品で、秋の夕暮れや落ち葉が舞う風景を思い起こさせます。感傷

的で美しい旋律が特徴です。 

 11月「トロイカ」（Ноябрь: Тройка） 

• 調性: 変イ長調 

• テンポ: アレグロ・モデラート 

• トロイカ（3頭立ての馬車）の疾走感を描いた曲です。リズミカルで速いテンポの

曲調が、馬車が雪原を駆け抜ける様子を表現しており、ロシアの冬の風物詩が

音楽の中に生き生きと描かれています。 

12月「クリスマス」（Декабрь: Святки） 

• 調性: イ長調 

• テンポ: テンポ・ディ・ヴァルス・レント 



• クリスマスを祝うワルツ調の曲で、穏やかで暖かい雰囲気が感じられます。華や

かさと優雅さが交錯する中で、冬の祭りの華やかさと家庭的な温かさが表現さ

れています。 

まとめ 

《四季》は、チャイコフスキーの繊細な感受性と季節ごとの異なる情景が音楽で見事に

描かれており、彼のピアノ作品の中でも特に人気の高い作品です。それぞれの曲は簡

潔でありながらも豊かな感情を伝える力を持ち、季節の移ろいや自然の美しさが感じら

れる詩的な作品集です。 
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